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令和５年度の事業実施内容及び実施状況は次のとおりである。

【公益目的事業】

［公１］水道水の水質の安定に寄与する事業

（1） 小規模貯水槽水道の管理指導業務

貯水槽の管理について法的な規制を受けない小規模貯水槽水道（受水槽の有効容量が10

㎥以下）の施設設置者や管理者に対し、個別訪問などにより「貯水槽の管理、点検のご案

内パンフレット」などの資料を配付し、適正な管理の指導、維持管理意識の啓発を行った。

※ 1　市内の小規模貯水槽水道は923件。
※ 2　市内を3地区に分け、3年で1巡する。

（2） 配水管末水質調査業務

（単位：箇所・件）

［公２］水道の安定供給の促進及び水道に関する知識の普及・啓発に寄与する事業

（1） 宅地内給水装置診断業務

予定

実施

調査箇所

130

127

残 留 塩 素 濃 度 測 定

調査延件数

774

318

令和5年度　事業報告書

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

概  要

（単位：件）

管理指導
対象施設

資料配付
直結給水への

切替
設　備
撤去等

対象区域

予定 310

実施 308 261 10

旧市内（東部・中部）

〃

放 水 量 測 定

37

調査箇所 調査延件数

790 90 630

90 618

給水装置外からの漏水

予定 2,800 2,000

（単位：件）

現地診断件数 給水装置からの漏水 不明・異常なし

182

相談件数
（調査受付全件）

　水道法に基づく衛生上の措置として定められている給水栓での残留塩素濃度0.1㎎／ℓ以
上を常に確保できるよう、水質調査地点を選定し、配水管末での水質調査を定期的に行っ
た。また、残留塩素濃度を維持するために、常時放水を必要とする箇所を選定するととも
に、そこでの必要最小放水量を決定し、水道水の放水量を定期的に測定した。

　水道利用者である市民からの相談に応じ宅地内給水装置（水道メータから家屋側の給水
装置所有者の管理責任範囲）の現地での診断を無料で行った。また、不具合箇所が発見さ
れた場合には、当該地域の修繕業者の紹介や修繕依頼時における注意点等のアドバイスや
漏水の発生しやすい箇所や状況の説明などを行い、市民サービスの向上に努めた。

実施 2,787 1,793 1,293



（2） 水道施設見学、体験業務

【その他の事業】

［他１］市民サービス事業

（1） 水道相談業務（水道に関する相談）

（単位：件）

［他２］施設等維持管理事業

（1） 水道施設維持管理業務

※内日貯水池維持管理業務（水位・貯水量・雨量測定と周辺巡視）は含まない。

（2） 水道メータ管理業務

　（単位：個）

不動 破損

２ 附属明細書

320

検　定
満　期

3

計

15,376 17,41235

新設 既設

施設
数

取　外　数　（入　庫）

閉栓 事故
検　定
満　期

計

施設点検延件数
施設
数

施設
数

水処理薬品の
残量管理延件数

施設
数

次亜塩素酸ナトリウム
補充・入替作業延件数

見学回数 見学者

254 回

子　　供大　　人

25

962 1,022

北 部 事 務 所 管 内

ろ過砂削り取りに伴う
バルブ操作件数

2,074 52 15,376

0 25

17,502

11

事　　故

試験

331 8 46 276579

17

（単位：人）

合　　　計

その他相 談 件 数

　建設当時の姿を今に残す、登録有形文化財施設がある高尾浄水場や日和山浄水場内にあ
る水道資料室などを案内し、日頃見ることができない浄水場の見学や、水道の歴史的成り
立ちや水道水ができる仕組みについて説明し、さらに、実験や測定等の体験活動により水
道に関する知識の普及啓発を行い水道事業への理解と協力を深めて貰った。

　公社内に設置された専用電話に寄せられる水道に関する様々な疑問や問合せに対応し、
必要に応じ上下水道局の関係課所との調整を行い、相談者に納得していただけるよう対応
し、市民が水道事業への理解を深め、安心して水道を利用できるよう努め、市民サービス
の向上を図った。

　市内各所に点在している水源地・浄水場・ポンプ場・配水場などの各水道施設の定期的
な点検や緩速ろ過池の砂の削り取りなどに伴うバルブ操作等の維持管理業務及びその他、
導水線路の巡視など水道施設の維持管理に関わる業務を行った。施設管理を適切に効率的
に行うことにより、原水の安定した供給とともに浄水処理後の安全で安心な水道水の安定
的な供給に寄与した。

料 金 関 係 メータ関係 給水装置・修繕関係

52

水 質 関 係

7 0 21 5 19

水道メータの開閉栓や計量法に定められた有効期限に基づく検定満期などによる水道
メータの入庫や出庫とともに、撤去した水道メータの指針データを上下水道局の料金シス
テムへ入力するなど、水道メータの管理を行った。

取　付　数　（出　庫）

0

　  令和５年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条
 第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、作成
 しない。



３  処 務 事 項

（1） 評議員及び役員の人数

  評議員  ４ 人

　   理   事  ６ 人 

  監   事  ２ 人

（2） 評議員及び役員の異動

　

  ～令和8年度定時評議員会終結の時

　

  ～令和6年度定時評議員会終結の時

　   ～令和6年度定時評議員会終結の時

  ～令和6年度定時評議員会終結の時

  ～令和6年度定時評議員会終結の時

  ～令和6年度定時評議員会終結の時

  ～令和6年度定時評議員会終結の時

  ～令和6年度定時評議員会終結の時

  ～令和6年度定時評議員会終結の時

（3） 職員の人数

　

吉 村 栄 治

令和4年5月16日

岡 本 誠 也

令和4年5月16日

  令和5年10月31日辞任

令和5年11月1日

令和4年5月16日

  職   員  １4 人

理事長

氏　　名

役職名

松 本 克 彦

理事長

監　事

古 谷 隆

令和4年5月16日

田 中 正 男

馬 水 歩

令和4年5月16日

評議員

理　事 河 内 奈 穂

令和4年5月16日

令和4年5月16日

尾 辻 文

【評議員】

就任年月日氏　　名

【理　事】

評議員

評議員

令和5年5月9日

令和4年5月16日

宇 原 泰 司

令和4年5月16日

  令和5年5月9日辞任

監　事

就任年月日 任　　期

令和3年5月13日監　事

令和2年5月18日

令和5年5月9日

氏　　名

中 川 教 広

評議員

任　　期

  令和5年5月9日辞任

専務理事
(事務局長）

  ～令和8年度定時評議員会終結の時

理　事

役職名

  ～令和8年度定時評議員会終結の時

就任年月日

磯 部 雄 次

  ～令和8年度定時評議員会終結の時

任　　期

令和4年5月16日

河 村 和 秀

草 野 和 子

笹 野 修 一

４人

６人

２人

【監　事】

亀 田 芳 満

評議員

理　事

（うち理事長１人、専務理事１人を含む。）

理　事

役職名



（4） 評議員会及び理事会の開催

・令和4年度事業報告について
・令和4年度決算報告について
・評議員の選任について
・監事の選任について

・理事の選任について

・令和4年度事業報告について
・令和4年度決算報告について

・令和6年度事業計画について
・令和6年度収支予算について

（5）山口県への報告・申請・届出

・令和4年度事業報告等の提出

４

 受取出資金の保有状況

議　　題 備　考

定　時
評議員会

会 議 名 開催日・場所 議　　題 備　考

令和5年5月9日
下関市上下水道局

4Ｆ会議室
原案可決

・令和5年度事業計画及び収支予算について

・下関市水道サービス公社の今後について
・代表理事、業務執行理事の職務の執行状況の報告
・令和6年度資金調達及び設備投資の見込みについて

提 出 年 月 日 内　　容

臨　時
評議員会

令和5年10月26日
下関市上下水道局

4Ｆ会議室
原案可決

会 議 名 開催日・場所

令和5年4月25日
下関市上下水道局

6Ｆ研修室
原案可決

・令和5年度定時評議員会の招集の決定について
・業務執行理事の職務の執行状況の報告

第3回臨時
理事会

臨　時
理事会

令和5年9月19日
下関市上下水道局

4Ｆ会議室

・下関市水道サービス公社の今後について
・代表理事の職務の執行状況の報告

令和5年11月1日
下関市上下水道局

6Ｆ研修室
・理事長の選定について

・令和5年度臨時評議員会の招集の決定について

・役員の変更届出書の提出

令和5年10月18日
下関市上下水道局

4Ｆ会議室
原案可決

令和5年11月21日

令和6年3月5日
下関市上下水道局

6Ｆ研修室
原案可決

令和5年 6月 9日

第2回
理事会

第1回
理事会

令和6年 3月25日 ・令和6年度事業計画書等の提出

第2回臨時
理事会

摘　　要

平成2年2月9日 下　関　市 50,000,000円 金融機関への定期預貯金

 財 務 事 項

受 取 年 月 日 出資団体名 金　　額

令和5年 6月 1日 ・評議員及び役員の変更届出書の提出


